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ＩＫＵＨＩＲＯ
印刷技術から始まるリベラルアーツ
[印刷博物館・レポート]

　「百科事典と博物図譜の饗宴」。ウェブサイトを見て鮮やかな黄色の背景と共に目に飛び込んだのは「饗宴」という、見慣れない、でもどこか魅力的な単語だった。「饗」という字は豪華なディナーの匂いがするし、さらに「宴」なのだから、どれほど華やかなものなのか。古今東西の事典の内容が一望でき、あらゆる知が集約され網羅されているような、そんな想像をしていた。
　しかし、実際に訪れて見たものは意外に地味だった。数百冊の本が口を広げて静かに横たわっているだけ、という身勝手な表現もできる。プリニウスの「博物誌」、ディドロやダランベールの「百科全書」、それぞれの時代から集まった「知」にはディナーパーティーの絢爛さはなく、「歴史」として受容されるのを了解しているかのようだった。
　開いてあるのは見開き2ページだけで、各書物の大まかな説明はあるものの、そのページが何を示しているのかはわからない。図表はともかく（西日本が妙に大きい地図は、西洋から見た当時の日本の東西バランスがうかがえた）、ラテン語やアラビア語のフォントの格調高さ、返り点がある漢文 日本語の様変わりには改めて気付かされたものの、本文を読んでも情報の把握は難しい。ただ英語は結構読める。文法は少しややこしいが、同じ時代のシェイクピアのオールドイングリッシュを思い出しても、より現代的な印象を持った。ディドロより以前のチェンバーズの「百科事典」を初めて知った。より抽象的で、今で言うと辞典にあたりそうだが、これが「百科全書」を作るきっかけになったという。
　印刷博物館は、印刷を展示する場所で、その中身よりも技術が優先されていた。「百学連環」では木版・凸版・銅版のそれぞれの制作工程が映像で紹介されていて、図版をインクのトーンやコントラストを表現するには、職人芸とも呼べる技術が必要なことがわかる。通常展示の方では、アルファベットを並べた活版を印刷する技術が同じくビデオで紹介されていた。前者と比べるとより分業化され、手順が整理されていたが、それでも工場ひとつを作るには相当な資本が必要で、当時の国王が印刷を承認制にしたり、議会が印紙税を設けたりしたことの意味がより明確に理解できた。アルファベットなら大文字小文字やアクセントを含めても数えるほどの種類だが、漢字だったらその数は計り知れない。部首と画数で漢字を整理する必要に迫られ、今の漢和辞典のような整理法が生まれたのだろう。朝鮮の高麗青磁とハングルが生まれた背景もここにありそうだ。
　蔡倫やグーテンベルクの名前は世界史の教科書に載っていたが、実際に発明された技術が少し身近になると、その背後にある事柄がだんだん繋がってくる。単に人名を暗記するだけで終わってしまった学習から、視覚を使うことで何倍にもワイドになる。これこそがリベラルアーツの入り口なのではないか。そもそも教養というのは簡単に一望できるものではない。そして「大学」を学ぶ授業の最初の課題が印刷博物館だったのは、印刷技術そのものがリベラルアーツの可能性を広げる大きなキーになったからではないだろうか。活版印刷によってそれまでは魔術だった文字の力が徐々に大衆のものとなり、情報へのアクセス権を与えた。技術そのものは物理学の範囲なのだろうが、グーテンベルクは聖職者であり、その研究は神学、技術によって人々がどう変わったかを考えると社会学、印刷されるものを扱うなら、それこそすべての学問が絡む。これらの「研究」を可能にしたのが印刷で、人々はあることを学ぶために師弟関係を結ぶ必要がなくなり、情報を横断的に利用できるようになった。つまり、印刷技術がリベラルアーツの扉を叩いたわけだ。
　本という形態で何かを新たに知ることはトレンドではなくなっているのかもしれない。僕個人は、小学校や中学校の頃までは図書館にあった分厚い百科事典を引っ張りだして、何となくページをめくった記憶があるが、それ以降はデジタル化の流れで紙の百科事典に手を伸ばすことはなくなってしまった。まずネット(その前はコンピュータの辞書ソフトだった)で調べて、そのあとは専門的な図書を探す。リベラルアーツに触れる方法が失われていってしまっているのだ。「集合知」という概念でWikipediaが注目され、「世界の情報を整理する」Googleが本の検索サービス(Google Books)を始めた。その基本は「検索」で、もはや4巻から18巻に持ち替える必要がなくなったが（記事内で他の記事への案内を示す「クイックリファレンス」はチャンバーズの事典が最初だった）、それによって思いがけない項目に興味を持つことも少なくなった。当たり前の存在になったインクジェットプリンタの仕組みを理解しようとする人は少なく、身近なはずのサイエンスがどんどん遠ざかっていく。
　久々に紙の百科事典を引いてみた。「ブリタニカ百科事典」には「饗宴」はなかったが、その前後には世界の「教育」システムや「教科書」が載っていた。Wikipediaによると「饗宴」はプラトンの著作の一つで、ソクラテスらがエロスを語る話でもあるという。
印刷とリベラルアーツについて、事典と情報検索について考えさせられた。
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印刷博物館を見学して

「印刷博物館」。立花先生がお話をされるまで全く知らなかった。率直に言って、積極的に「行きたい！」とは思えなかった。しかし、立花先生が薦めるから行く価値のある所だろうし、この授業を履修しなかったらきっと生涯で一度も足を踏み入れることの無い所だろうと思い直し、期待して博物館へ向かった。まず常設展、次に特別展の百学連環、最後にＶＲシアターを見学した。以上三点で感じた事・考えた事についてこれから順を追って説明していく。

まず、常設展を見学した。博物館に入ると、大きな壁画やハンムラビ法典碑が私を迎えた。「印刷文化の歴史を一望する大壁面」と名づけられたこの展示室には、１００点以上の史料が展示されていた。中でも、私が興味を持ったのは印刷技術が発明される前の史料だ。洞窟の壁面や粘土板・竹などに、文字や絵で情報が書き付けられている。特に、縄の結び目で文字を表現したペルーのインカ結縄文字には驚いた。このように、文字以外の手段を用いて他の人に情報を伝えることは今でも行われている。例えば、非常口を知らせる標識や歩行者用信号の表示だ。絵で情報を知らせることで、文字が読めない人や外国人にも情報を伝えることができる。紀元前１万５０００年から使われているこの方法は、以上の長所から、おそらくこの先も使われ続けると考えられる。

次に、特別展の百学連環を見学した。数え切れないほどの百科事典やそれに類する書物、図譜が展示されていた。菅原道真の「類聚国史」や「延喜格式」、「解体新書」など日本史で学んだ史料も多くあった。百科事典は様々な分野の情報を浅く広く扱っているものが多いと思っていたが、展示されていたものはある１つの分野の情報を深く扱っているものが多かった。また、扱う分野には動植物だけではなく、西洋の硬貨や地方の特産物といったものも含まれていた。さらに、印刷技術の進展につれて図版の精密さが増しており、印刷技術の偉大さを感じた。

　最後に、ＶＲシアターを見学した。今回は、プランタン=モレトゥス博物館についてのものだった。ヴァーチャルリアリティーとは思えないくらい映像が鮮明で、普通のＴＶカメラで撮影した映像を見ている様だった。ヴァーチャルリアリティーは現在、車のデザインを検討する際や遊戯施設など様々な場面で用いられている。ヴァーチャルリアリティーの登場により、それ以前には考えられなかった非現実世界の体験をできるようになった。けれども、ヴァーチャルリアリティーにのめり込むあまり現実と仮想現実との区別がつかなくなり、それが原因で凶悪な犯罪を引き起こす例が存在するのも事実である。また、あるアニメでは、ヴァーチャルリアリティーの遊具を使用中に機械が誤作動を起こしその機械を停止することができなくなるという例があり、これは現実に起こり得る可能性があると思う。このようなマイナス面だけを見て、ヴァーチャルリアリティーを一概に否定するべきだろうか。私はそうは思わない。どんな発明にも利点と欠点が存在する。その欠点を理解しつつ、利点を生かしていくことが重要なのではないだろうかと私は考える。

印刷博物館を見学して、人類の知恵と向上心の素晴らしさを改めて実感した。これからその知恵に感謝し、私自身も向上心を忘れずに暮らしていきたいと思う。
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【印刷博物館<百学連環>見学を通して】
　今回印刷博物館＜百学連環＞を見学し、まず、印刷技術の発展と、我々が得ることが出来る情報・知識の関係がいかに深いか、ということを知り純粋に驚いた。そして印刷技術の発展について、「知」との関連の中で今回知ることが出来たため、今まであまり持っていなかった視点で「知」について考えることが出来たと思う。
　今では印刷技術は高度化し、大量印刷を高い品質で行うことが出来るようになっている。そのお陰(またはそのせいで)で我々の周りには様々な情報(時には有害な情報も)が行き交っている。当然のことだが年代を遡ってみれば印刷技術は今から見れば劣り、大量印刷も出来なくなっていく。それはつまり人々の間の情報量に差が開いていくという意味でもある。
　しかし、では印刷技術が高度化し、様々な情報を誰もが得ることが出来るようになった現在が、『知の時代』といえるのだろうか。否、私はそうは思わない。情報量が人によって千差万別であった時代には、先人達は何とかしてその知識を体系化し、人々に知らせ、後世に残そうとしてきた。(そのような視点で展示されていた百科事典・博物図譜を見てみると、また感慨深いものであった。)
そしてその努力は多くの百科辞典・博物図譜を生み出していく中で、印刷技術の発展と結びつき、莫大な知識を体系化することに成功し、実を結んだといえよう。
　現在の我々を見てみると、自分がほしい情報を何でも好きなように手に入れられる、と思っている節があるように思われる。しかし現実のところは、莫大な情報の真偽を見極める力が未熟である場合が多く、情報に振り回されている側面が強いように思われる。先人達は、印刷技術の発展に平行して、それを上手く利用して、「知」の体系化という偉業に挑み、(ある程度)成し遂げたのに対し、我々は発達した印刷技術による情報の氾濫におぼれかけている。これは我々が情報、ひいては「知」に対して無関心になりつつあることなのではないだろうか。
　知の体系化を図ろうとした先人達の貴重な遺産として、百科辞典や博物図譜といった目に見えるものだけでなく、知の体系化を図っていく中での先人達の知識・情報に対する真摯な姿勢もあげられるのではないかと考えた。我々は、その遺産から目をそむけることなく、自分達の中に「百科辞典」を持たなければならないのだろう。先人達の時代には、情報の偏りによってまずは先人たち自身が情報を「知」として体系化しなければならなかった。しかしそのような時代と異なり、今や誰もが溢れんばかりの情報を持っているのだから。
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印刷博物館についてのレポート
これから私は、印刷博物館の「施設概要」、「百学連環について」、「印刷文化について」、「ＶＲシアターについて」、最後に「見学をしてみての感想」について述べたいと思う。
1． 施設概要
　館内の展示エリアは、大きく４つに分かれており、「本展示場」には百学連環の展示と印刷の歴史についての展示があり、他には「P＆Pギャラリー」と「印刷工房」の見学、「VRシアター」ではベルギーの‘プランタン=モレトゥス博物館’の概要を映像で楽しむことができる。また博物館を入ってすぐのところには、印刷文化の歴史について展示された大壁画が設置されている。
2． 企画展示「百学連環」について
・概要
　展示場は四部構成となっており、様々な博物誌や百科事典によって人間が個々の知識をまとめあげることができたということが、展示されている多くの書物から理解できる。
・考察
西周によって百学連環、つまり百科事典が作り出されたことにより、その時まで知ることのできなかった様々な知識や教養を多くの読者が吸収することができるようになり、夢のような書物であったのであろうと思う。百科事典には、動物や植物、さらには実際には存在し得ない奇妙な妖怪までもを描いた図譜などが載っており、読者の興味・関心を存分に掻き立てただろうと考える。現在私たちは、軽くて、何冊もの紙の辞書の内容が入っている便利な電子辞書を携帯している。よって、紙の辞書や百科事典を使う機会が本当に激減していると感じる。電子辞書は持ち運びが楽で、単語の語彙やあらゆる知識が容易に調べられるという利便性がある反面、紙の辞書のようにページを広げただけで、一目で膨大な関連項目の説明や図などを見ることができない。人間は便利さに負けて面倒なことをしなくなってしまうが、こんなに良い点を持っている紙の辞書・百科事典を手放してしまうということは本当にもったいないことであると思った。
3． 印刷文化について
・概要
　プロローグ展示ゾーンの大壁画と総合展示ゾーンによって、印刷と文化との関係について理解することができる。
・考察
　文字や図版がまだ存在していなかった時代から、印刷技術が向上し、現在のデジタル時代に至るまでの印刷文化を、様々な展示品と実際に触って体験することができる装置などによって感じ取ることができた。現代では印刷するだけではなく、内容を持ち運びすることまでが可能になり、たくさんの情報を得ることがいかに簡単になったかということを改めて実感した。印刷技術が発展したことにより、私たちは様々な情報を素早く共有できるようになり、非常に便利な生活を送ることができるようになった。しかし、誰でも・いつでも・どこでも膨大な情報を共用できるユビキタス社会では、有用な情報だけではなく、誤った情報もまた、物凄い速さで世の中に伝わってしまう。やはり、技術が発展すればするほど良い点ばかりでなく、人間のモラルを問う問題が起こってきてしまうと感じた。
4． ＶＲシアターについて
・概要
スーパーコンピューターを用いた動画によって、今までに体験したことのない感覚が味わえる。
・考察
　まるで自分の体が画面と一体となって宙に浮いているような不思議な感覚に浸りながら、ベルギーのプランタン=モレトゥス博物館の内部や創設者の説明を鑑賞することができ、とても貴重な体験となった。印刷技術を伝える書物などの品物や世界最古の印刷機などを、ハイテク動画を通して様々な角度から眺めることにより、１６世紀から人間が印刷技術を発展させようと努力していたことを知ることができた。
5． 見学をしてみての感想
　普段の生活の中では当たり前だと感じていた印刷技術が、はるか昔の人間たちの懸命な努力と、現在に至るまでに多くの人間が行ってきた研究によって生み出されたものだということを知り、いつも手にしている印刷物にありがたみが感じられた。大量の情報が印刷物によって流通している現代に生きている私たちは、自分自身の力によって有益な情報・危険な情報を取捨選択していかなければならないと考える。
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 　先人達は「山海経」に見られるように豊かな想像力や鋭い観察眼で世界を捉え自分なりに解釈してきた。そこから得られた新しい発見や知識から世界は更に広がりを持っていき、一層豊かで色合いのあるものへと発展してきた。

　しかしどれだけ知識を得たとしてもそれを伝える事が出来なければそれはそこで終わってしまう。印刷とはそういう意味で革新的なものだったに違いない。印刷が生まれ更にその技術が発達した事で人々は先人達が培ってきた様々な知識や情報を幅広く共有しそれらを更に高める事が可能になった。印刷技術の発達は知識の伝達と同時に昇華させる役割も担ったのである。結果として文化は成熟し様々な分野において一層大きな発展がなされた。

　知識の伝播に大いに役に立ったのが百科事典や博物図譜であることは言うまでもない。しかし自分が驚いたのはそこではなく、それらが一時的なもので終わる事なく今現在においても非常に有用かつ様々な知見を含んでいるという事である。江戸時代の妖怪絵師に竹原春泉という人物がいる。彼は形無き妖怪たちに実体としての姿を与えた人物として有名である。彼の代表的な作品の一つに「絵本百物語」があるが、この中に描かれている妖怪たちの造詣は全く色褪せること無く現在でも様々な人間に影響を与え数々の模倣が生み出されている。豊かな発想力と想像力に支えられ生み出されたこの作品は江戸時代と現代を結びインスピレーションを与え続けている。

　知識や想像、思想が百科事典や博物図譜として形に残る事で一時的なものとして終わることなく私達に様々な知見を供給し続けてくれる。そしてその知見は決して古臭いものではなく、生き生きとした新鮮な状態で現代に蘇る。私達は今以前の知識や情報を再解釈し全く違った新しいものへと昇華させることが可能なのである。

言葉が生まれ文字が生まれ人間は進化してきた。百科事典や博物図鑑はその人間の進化の証そのものだと言っていいのではないか。先人達が気の遠くなるような時間をかけ積み重ねてきた知識の集約がそれらの書物として今に残っている。私達は今それらを通じて先人達に触れている。先人達との会話の中で新たな知見を生み出そうとしている。そして今私達は未来へと繋がる現代の辞典を作ろうとしているのである。
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　　印刷博物館に行きましたが，私は生物学や医学、文学がわからないのでそこにある印刷物
のコンテンツよりもメディアとしての機能の方に興味がいってしまいました。コンテンツの方での感想を
求めていたのでしたら申し訳ありません。以下感想文。
 

 

　　博物館の始まりは，骨や石に刻まれた文字から始まった。昔は伝えたいことは，この骨や石を
運べた限られた距離に制限され，伝達，伝播が難しかっただろうと思った。
次第に紙が発展し，情報のポータブル性が向上し，そして印刷技術が登場した。
 
　　印刷技術がもたらしたものは伝達能力の発展だと思った。これは博物館の展示物を時系列で
追っていって感じたことだ。伝達能力の発展の方向は，「定性的発展」と「定量的発展」の２つに
分けられると思う。
 

　　定性的発展とは，伝える内容の濃さのことだ。この内容を濃くすることを可能にしたのは，
印刷の持つ絵や図を一定のレヴェルを持って提供できる点にある。文字は記号，コードであり，
伝えること，コピーは簡単である。誰が書いても，字の書き方に違いがあれ，伝えることが可能で，
高度技術がなくてもカヴァーできる問題なのである。しかし，絵や図を一定のレヴェルで
伝えることは難しく高度技術だ。その“点”，“線”，“面”といった部分を正確に
伝えようとすればするほど難しく，時間もかかる。
　しかし，これが印刷技術の発展により高速に一定のレヴェルで伝えることが可能になった。
これは大きい。ビジュアル，視覚のもつ能力は高い。伝達者が意図した伝えたいものと
同じレヴェルのイメージを受信者に抱かせることは難しいが，ビジュアルの利用によりかなり改善される。
これは特に文字だけではカヴァーできないような医学や生物学の発展に貢献したと思う。
また文字，言語が分からなくても，絵や図はある程度理解できる点も魅力的だ。
解剖図や妖怪やドラゴンの紹介等は見ていて楽しかった。
 

　　定量的発展とは，印刷できる量が増え，より多くの人に伝達を可能にしたことだ。
また伝達スピードの向上もあると思う。伝えるということには方向があると思う。
時間を軸にし，縦軸に伝えるか、横軸に伝えるかということだ。縦軸とは，例えば，親から子へ，
子から孫へといった様に世代から世代という伝達であり，横軸の伝達とは，例えば，
フランスからオランダへ，オランダから日本へというように，同時代にいるものへの伝達のことだ。
この横軸の伝達の発展をもたらしたことが大きい。文化・文明の伝達をクロスカルチャなものにし，
物理的距離の存在を薄くさせた。日本人の多くが西洋の文化（妖怪，芸術，生物等）に
触れる機会が増えたりして，世界の広さ・狭さの認識を修正したことだろう。
 
　　印刷技術による知識・情報のリッチの向上（定性的発展），リーチの短縮（定量的発展）は，
あらゆる学問の根底を支えたという点でかなり貴重だと思った。
印刷という媒体を通しあらゆる学問を結び付けている点も魅力的だとも思った。
（1100字）
 
以下蛇足。
 

ただここまで発展してきた印刷技術だが，所詮印刷なんてものは，伝えるための道具であり
手段でしかない。他の伝える技術が発展していけば廃れるだろうし，
現に映像や電子辞書・書籍，インターネット等にやられてきている。
（これらが印刷技術による技術発展により生まれたという点は皮肉かもしれない。）
これらの方が情報のスピードが速かったり，容量が大きかったり，持ち運びが便利という点で
優れている理由もあるだろうし，また人々の印刷への想いや価値が薄れてきているのもあるだろう。
昔は職人におる技術，芸術という面がかなり強かったが，今は機械化され仕組みが分からなくても
誰もがある程度納得のいくレヴェルの印刷ができる。上記の映像や電子書籍等も納得いく
レヴェルまでだいぶ到達してきた。これからはハード（どう伝えるか）よりもソフト（何を伝えるか）に
かなり焦点が移行すると思う。
．．．もしかしたら移行ではなく修正かもしれない。昔の方が，伝達手段が少なく、
コストが高かったため有用の順序の高い情報だけを残してきたと、展示物を見ていて感じた。
昔の「何を伝えるか」に焦点がかなり強かった時代に戻るのかもしれない。
（450字）
 

 

 

 

 

